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が
、
そ
の
後
欧
州
審
議
会
に
加
盟
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
言
語
の
重
要
性
を
確
認
し
、
保
護
促

進
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
「
地
域
言
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
の
た
め
の
欧

州
憲
章
」
の
採
択
に
ま
で
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

憲
章
制
定
の
経
緯

一
九
六
一
年
、
議
員
総
会
は
勧
告
二
八
五
に
お
い
て
、
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
権
利
保
障
の
た
め
に
欧
州
人
権
条
約
を
補
完
す
る
保
護

措
置
が
と
ら
れ
る
よ
う
勧
告
し
た
。
一
九
七
五
年
一
○
月
一
六
曰
、

欧
州
審
議
会
が
主
催
し
た
第
一
回
欧
州
周
辺
地
域
当
局
会
議
に
お

い
て
、
全
会
一
致
で
ガ
ル
ウ
ェ
イ
宣
一
一
一
一
口
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
宣

一
一
一
一
口
は
欧
州
諸
機
関
に
対
し
「
し
ば
し
ば
消
滅
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
周
辺
的
種
族
共
同
体
の
一
一
一
一
口
語
と
文
化
を
保
護
、
再
生
す
る

た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
よ
う
」
要
請
し
て
い
る
。

一
九
七
八
年
二
月
一
一
一
曰
、
（
地
方
分
権
化
問
題
に
関
す
る
欧
州

審
議
会
会
議
）
の
ボ
ル
ド
ー
宣
言
が
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
文
化
的

権
利
に
関
す
る
欧
州
憲
章
の
作
成
を
勧
告
し
た
。
一
九
八
一
年
、

欧
州
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
言
語
及
び
方
一
一
一
一
口
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
教
育
文
化
問
題
に
関
す
る
議
員
総
会
勧
告
（
九
二
八
）
と
欧
州

経
済
共
同
体
議
会
の
「
地
域
言
語
文
化
の
共
同
体
憲
章
、
並
び
に
、

種
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
憲
章
に
関
す
る
決
議
」
が
、
「
地
域

一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
言
語
の
た
め
の
欧
州
憲
章
」
作
成
の
必
要
性
を
結

憲
章
の
特
徴
を
対
象
、
性
格
、
実
施
方
法
に
つ
い
て
見
て
み
よ

う
。
ま
ず
、
対
象
に
つ
い
て
。
説
明
報
告
書
に
よ
る
と
、
こ
の
憲

章
は
一
一
一
一
口
語
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
保
護
で
は
な
く
、
「
文
化
遺
産
と
し

（
４
）
 

て
の
」
一
一
一
一
口
語
の
保
護
を
目
的
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
一
条

ａ
．
ｉ
、
Ⅱ
の
定
義
か
ら
、
結
局
、
言
語
自
体
を
基
準
と
す
る
の

で
は
な
く
、
そ
の
使
用
者
で
あ
る
「
集
団
」
、
「
領
域
」
、
「
伝
統
」

が
基
準
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
よ
っ
て
、
条
文
に
も
明

記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
移
民
の
言
語
は
含
ま
れ
な
い
。
「
公
用
語
の

方
一
一
一
一
巳
も
含
ま
れ
な
い
と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
「
方
一
一
一
一
口
で
あ
る
か

ど
う
か
」
「
公
用
語
と
異
な
る
か
ど
う
か
」
は
説
明
報
告
書
に
よ
れ

（
５
）
 

ぱ
、
国
家
が
判
断
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

「
領
域
な
き
言
語
」
と
は
、
た
と
え
ば
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ロ
マ

（
６
）
 

二
が
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
前
述
の
基
準
に
よ
り
、
「
領
域（〔ｊ）

な
き
一
一
一
一
口
語
」
は
、
「
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
」
に
含
ま
れ
な
い
。

し
か
し
、
領
域
以
外
の
点
で
は
第
一
条
ａ
に
該
当
す
る
の
で
、
憲

章
の
限
定
的
適
用
の
可
能
性
が
第
七
条
で
認
め
ら
れ
て
い
る
。

次
に
、
憲
章
の
性
格
に
つ
い
て
、
説
明
報
告
書
は
こ
う
述
べ
て

い
る
。
「
憲
章
は
地
域
言
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
使
用
者
の
個
人
的
又
は

条
約
適
用
、
第
五
部
は
最
終
規
定
と
な
っ
て
い
る
。

憲
章
の
特
徴
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論
し
た
。
一
九
八
八
年
三
月
一
六
曰
、
地
域
自
治
体
代
表
か
ら
な

る
欧
州
地
方
地
域
当
局
常
設
会
議
（
Ｃ
Ｌ
Ｒ
Ａ
Ｅ
）
が
、
決
議
一

九
二
二
九
八
八
）
に
よ
っ
て
憲
章
案
条
文
を
採
択
し
た
。

こ
れ
は
、
同
年
一
○
月
四
曰
、
議
員
総
会
に
よ
っ
て
意
見
一
四

二
二
九
八
八
）
と
し
て
採
択
さ
れ
る
。
一
九
八
九
年
五
月
、
閣

僚
委
員
会
は
、
「
欧
州
の
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
に
関
す
る
ア
ド

ホ
ク
専
門
家
委
員
会
（
Ｃ
Ａ
Ｈ
Ｌ
Ｒ
と
を
設
立
し
、
先
に
地
域
地

方
会
議
が
採
択
し
た
条
文
案
を
考
慮
し
て
憲
章
案
を
作
成
す
る
任

務
を
課
し
た
。
一
九
九
二
年
六
月
二
五
日
、
閣
僚
委
員
会
は
、
こ

の
専
門
家
委
員
会
案
を
採
択
し
、
同
年
一
○
月
二
曰
フ
ラ
ン
ス
の

ス
ト
ラ
ス
プ
ー
ル
に
お
い
て
、
署
名
開
放
し
ま
し
た
。

構
成

憲
章
は
五
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
部
は
、
定
義
、
約

束
方
法
な
ど
を
規
定
す
る
一
般
規
定
。
第
二
部
は
、
す
べ
て
の
地

域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
言
語
に
適
用
さ
れ
る
一
般
共
通
原
則
を
規
定
す

る
。
つ
ま
り
、
「
共
通
の
最
低
限
度
」
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
て
第
三
部
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
面
に
お
け
る
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は

少
数
言
語
の
地
位
に
関
す
る
具
体
的
規
則
を
規
定
す
る
。
こ
れ
ら

の
規
定
は
す
べ
て
の
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
言
語
に
適
用
さ
れ
る
の

で
は
な
く
、
第
三
条
に
よ
っ
て
国
家
が
選
択
し
た
言
語
に
対
し
て
、

国
家
が
選
択
し
た
条
文
が
適
用
さ
れ
る
（
第
二
条
三
・
第
四
部
は

た
権
利
及
び
義
務
を
知
ら
さ
れ
る
よ
う
配
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
（
傍
線
引
用
者
と
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

憲
章
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
定
期
的
国
家
報
告
制
度
し
か
規
定

さ
れ
て
い
な
い
（
第
一
六
条
）
。
説
明
報
告
書
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。
「
こ
れ
は
準
司
法
的
申
立
手
続
き
で
は
な
い
こ
と
が
、
強

調
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
専
門
家
委
員
会
は
、
単
に
憲
章
実
施
の

監
視
（
モ
ニ
タ
ー
）
と
、
そ
の
た
め
の
情
報
受
理
を
命
じ
ら
れ
て

機
関
、
関
係
組
織
、
関
係
者
が
、

集
団
的
権
利
を
確
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ら

の
一
一
一
一
口
語
の
地
位
に
関
す
る
締
約
国
の
義
務
及
び
憲
章
に
従
っ
て
取

り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
国
内
立
法
は
、
当
該
共
同
体
及
び
そ

（
８
）
 

の
構
成
員
個
人
の
状
況
に
明
白
な
影
響
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
」

少
数
言
語
の
使
用
は
権
利
で
は
な
く
、
一
一
一
一
口
語
に
対
す
る
国
家
の

措
置
か
ら
得
ら
れ
る
反
射
的
利
益
な
の
で
あ
る
。
実
際
、
憲
章
の

第
二
部
、
第
三
部
に
は
「
権
利
」
の
文
言
が
見
当
た
ら
な
い
。
と

こ
ろ
が
こ
の
憲
章
前
文
は
、
「
公
私
の
生
活
に
お
け
る
地
域
言
語
又

は
少
数
言
語
の
使
用
権
が
、
…
奪
う
こ
と
の
で
き
な
い
権
利
で
あ

る
こ
と
」
を
認
め
て
い
る
。
憲
章
に
お
け
る
国
家
の
措
置
の
性
格

は
、
権
利
と
し
て
の
少
数
一
一
一
一
口
語
の
使
用
が
、
国
家
利
益
の
前
に
大

き
く
後
退
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
起
草
者
の
念
頭

に
は
権
利
と
し
て
の
少
数
一
一
一
一
口
語
の
使
用
の
意
識
が
完
全
に
払
拭
し

き
れ
な
か
っ
た
ら
し
く
、
第
六
条
に
は
、
「
締
約
国
は
、
関
係
公
的

こ
の
憲
章
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
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こ
の
よ
う
に
全
体
と
し
て
憲
章
は
、
権
利
と
し
て
の
少
数
一
一
一
一
口
語

の
使
用
を
前
文
で
認
め
な
が
ら
も
、
実
質
的
に
は
国
家
に
よ
る
反

対
を
恐
れ
て
、
国
家
の
意
向
に
大
き
く
譲
歩
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
は
否
定
で
き
な
い
。
言
語
の
権
利
が
人
権
と
し
て
認
め
ら
れ
る

に
は
至
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
家
の
取
る
べ
き
措

置
が
具
体
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
国
家
が
約
束
し
た
場
合

に
は
、
た
と
え
そ
れ
が
権
利
と
し
て
で
は
な
い
に
せ
よ
そ
の
実
現

を
追
及
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
憲
章
が
人
権
と

し
て
の
少
数
言
語
使
用
権
確
立
に
向
け
て
の
第
一
歩
を
し
る
し
て

い
る
こ
と
も
ま
た
否
定
さ
れ
得
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。

い
る
だ
け
で
あ
る
」
つ
ま
り
、
専
門
家
委
員
会
に
は
、
あ
る
国
家

の
憲
章
違
反
を
認
定
す
る
よ
う
な
監
督
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
の
権

限
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

注

（
１
）
田
中
克
彦
、
「
言
語
の
思
想
」
、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
’
九
七
五

こ
の
憲
章
の
署
名
国
で
あ
る
欧
州
審
議
会
加
盟
国
は
、

欧
州
審
議
会
の
目
的
が
、
と
り
わ
け
、
共
通
の
遺
産
で
あ
る
理
想
及

び
原
則
を
維
持
し
及
び
実
現
す
る
た
め
に
、
加
盟
国
間
の
よ
り
強
い

統
一
を
達
成
す
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、

消
滅
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
も
の
す
ら
あ
る
欧
州
の
歴
史
的

な
地
域
言
語
又
は
少
数
言
語
を
保
護
す
る
こ
と
が
、
欧
州
の
文
化
的

富
と
伝
統
の
維
持
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
考
慮
し
、

公
私
の
生
活
に
お
け
る
地
域
言
語
又
は
少
数
言
語
の
使
用
権
が
、

国
連
市
民
的
及
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
に
規
定
さ
れ
た

原
則
に
従
い
、
及
び
、
欧
州
審
議
会
人
権
及
び
基
本
的
自
由
の
保
護
の

た
め
の
条
約
の
精
神
に
従
っ
て
、
奪
う
こ
と
の
で
き
な
い
権
利
で
あ

る
こ
と
を
考
慮
し
て
、

Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
作
業
、
特
に
二
九
七
五
年
ヘ
ル
シ
ン
キ
最
終
文
書
及

び
一
九
九
○
年
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
会
議
文
書
に
注
意
を
払
い
、

異
文
化
交
流
と
多
文
化
主
義
の
価
値
を
強
調
し
、
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は

少
数
言
語
の
保
護
奨
励
が
公
用
語
と
そ
の
学
習
の
必
要
性
を
害
す
る

こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
考
慮
し
、

欧
州
諸
国
及
び
諸
地
域
に
お
け
る
地
域
言
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
の
保

護
促
進
が
、
国
家
主
権
と
領
域
保
全
の
枠
内
に
お
け
る
、
民
主
主
義
と

文
化
的
多
様
性
の
原
則
に
基
づ
い
た
欧
州
建
設
へ
の
大
き
な
貢
献
を

（
２
）
拙
稿
、
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
は
何
か
」
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ラ
イ
ッ
』
一
一
一
月
号
、
部
落
解
放
研
究
所
、
一
九
九
三
年
一
二
月
、

「
欧
州
審
議
会
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
保
護
」
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ

園

年
、
三
七
ペ
ー
ジ

お
わ
り
に

シ
』
一
月
号
、
部
落
解
放
研
究
所
、
一
九
九
四
年
一
月
参
照
。

※
「
欧
州
審
議
会
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
保
護
」
に
お
い
て
、
。
『
目
の
‐

可
・
ヨ
】
の
『
の
×
、
冨
后
の
の
」
を
「
民
際
交
流
」
と
し
た
が
、
必
ず
し

も
民
間
交
流
の
み
に
限
ら
れ
な
い
の
で
、
よ
り
広
く
一
般
的
な

「
国
際
交
流
」
に
訂
正
し
、
憲
章
名
も
「
地
域
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
の

た
め
」
で
は
誤
解
の
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
指
摘
を
受
け
た
の
で
、

「
地
域
言
語
又
は
少
数
言
語
の
た
め
」
と
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し

上
げ
る
。

（
３
）
己
の
ワ
胃
の
の
。
｛
吾
の
向
員
○
℃
の
目
石
口
『
一
国
ョ
の
ヨ
》
の
一
三
コ
、
。
｛
］
、

。
Ｏ
【
」
①
、
］
》
二
『
・
の
＆
言
の
ご
ｎ
百
．
巴
⑦
．

（
４
）
己
同
Ｆ
ン
Ｓ
国
）
い
向
已
用
○
勺
向
シ
Ｚ
Ｏ
西
少
閃
弓
両
用
甸
○
宛

閃
向
の
ご
ｚ
シ
Ｐ
。
【
二
三
○
閃
弓
Ｋ
Ｆ
少
三
の
ご
少
の
同
印

同
〆
勺
Ｐ
シ
ヱ
シ
目
○
用
田
内
同
弓
○
用
目
》
ロ
四
国
・
］
つ
．

（
５
）
一
亘
旦
・
》
ロ
四
国
・
患
．

（
６
）
】
豆
。
．
》
己
囚
『
四
・
霊
。

（
７
）
ご
亘
・

（
８
）
】
三
。
．
》
ロ
四
国
・
巨
・

（
９
）
一
ワ
区
・
》
ご
四
国
・
］
＄
。

第
一
条
定
義

こ
の
憲
章
に
お
い
て
、

ａ
「
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
言
語
」
が
意
味
す
る
一
一
一
一
口
語
と
は
、

ｉ
国
家
内
の
あ
る
領
域
に
お
い
て
、
当
該
国
家
の
他
の
住
民

よ
り
も
数
に
お
い
て
劣
る
集
団
を
構
成
す
る
そ
の
国
家
の

国
民
に
よ
っ
て
伝
統
的
に
使
用
さ
れ
、
か
つ
、

ｈ
当
該
国
家
の
公
用
語
と
異
な
る
も
の
。

公
用
語
の
方
一
一
一
一
口
及
び
移
民
の
言
語
は
含
ま
れ
な
い
。

ｂ
「
地
域
言
語
又
は
少
数
言
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
領
域
」
と

は
、
こ
の
言
語
が
憲
章
に
規
定
さ
れ
る
様
々
な
保
護
促
進
措

置
を
正
当
化
す
る
数
の
人
々
の
表
現
方
法
と
な
っ
て
い
る
、

地
理
的
範
囲
で
あ
る
。

ｃ
「
領
域
な
き
言
語
」
と
は
、
国
民
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る

が
、
他
の
住
民
の
使
用
す
る
言
語
と
異
な
り
、
か
つ
、
国
家
領

域
内
で
は
伝
統
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
特
定
の
地
理
的

範
囲
と
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
。

な
す
こ
と
を
認
識
し
、

欧
州
諸
国
家
の
各
地
域
に
お
け
る
特
定
の
条
件
と
歴
史
的
伝
統
を

考
慮
に
入
れ
、

次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

第
一
部
一
般
規
定
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第
七
条
目
的
及
び
原
則

１
地
域
言
語
又
は
少
数
言
語
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
一
一
一
一
口
語
が
使
用

さ
れ
て
い
る
領
域
に
お
い
て
、
及
び
、
各
言
語
の
状
況
に
応
じ

て
、
締
約
国
は
そ
の
政
策
、
立
法
、
実
行
を
以
下
の
目
的
及
び
原

則
に
基
づ
く
も
の
と
す
る
。

ａ
地
域
言
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
を
文
化
的
富
の
表
現
と
し
て
承
認

す
る
こ
と
。

ｂ
既
存
の
若
し
く
は
新
た
な
行
政
区
画
が
当
該
地
域
言
語
又
は

少
数
言
語
の
促
進
に
と
っ
て
障
害
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
、
各
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
言
語
の
地
理
的
範
囲
を
尊
重

す
る
こ
と
。

ｃ
地
域
言
語
又
は
少
数
言
語
保
護
の
た
め
の
確
固
と
し
た
促
進

措
置
の
必
要
性
。

ｄ
地
域
言
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
の
公
私
に
お
け
る
口
頭
及
び
筆
記

で
の
使
用
の
助
長
及
び
又
は
奨
励
。

ｅ
こ
の
憲
章
の
対
象
分
野
に
お
い
て
、
地
域
言
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口

語
を
使
用
す
る
集
団
と
同
一
国
内
に
お
い
て
同
一
若
し
く
は

類
似
の
形
で
使
用
さ
れ
る
言
語
を
話
す
他
の
集
団
と
の
間
の

関
係
を
維
持
発
展
さ
せ
る
こ
と
、
並
び
に
、
同
一
国
内
に
お
い

て
異
な
っ
た
言
語
を
話
す
他
の
集
団
と
の
文
化
的
関
係
を
確

第
二
条
約
束

１
締
約
国
は
、
第
二
部
の
規
定
を
、
領
域
内
で
使
用
さ
れ
、
第
一
条

の
定
義
に
合
致
す
る
す
べ
て
の
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
言
語
に
適

用
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。

２
第
三
条
に
従
っ
て
批
准
、
受
諾
、
承
認
の
際
に
指
定
し
た
各
言
語

に
つ
い
て
、
各
締
約
国
は
、
憲
章
第
三
部
の
規
定
か
ら
最
低
三
五

を
適
用
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
こ
れ
は
、
最
低
限
、
第
八
条
、

第
一
一
一
条
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
ず
つ
、
第
九
条
、
第
一
○
条
、
第

一
一
条
、
第
一
三
条
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
つ
ず
つ
を
含
ま
な
く

て
な
ら
な
い
。

第
三
条
約
束
方
法

１
各
締
約
国
は
、
批
准
書
、
受
諾
書
又
は
承
認
書
に
お
い
て
、
地
域

言
語
又
は
少
数
言
語
、
若
し
く
は
、
公
用
語
で
あ
っ
て
も
領
域
の

全
部
又
は
一
部
で
広
く
使
わ
れ
て
い
な
い
も
の
を
選
択
す
る
。

こ
れ
ら
の
言
語
に
対
し
、
第
二
条
２
に
従
っ
て
選
択
さ
れ
た
規

定
が
適
用
さ
れ
る
。

２
い
ず
れ
の
締
約
国
も
、
そ
の
後
、
批
准
書
、
受
諾
書
又
は
承
認
書

で
選
択
し
な
か
っ
た
規
定
の
義
務
を
受
け
入
れ
る
こ
と
、
又
は
、

別
の
地
域
言
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
、
若
し
く
は
、
別
の
公
用
語
で
あ

っ
て
も
領
域
の
全
部
又
は
一
部
で
広
く
使
わ
れ
て
い
な
い
も
の

に
こ
の
条
の
１
を
適
用
す
る
こ
と
を
事
務
総
長
に
通
告
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
一
一
部
第
一
一
条
１
に
従
っ
て
追
求
さ
れ
る
目
的
及
び
原
則

３
２
で
な
さ
れ
た
約
束
は
、
批
准
、
受
諾
又
は
承
認
の
不
可
分
の
一

部
と
み
な
さ
れ
、
通
告
の
曰
か
ら
同
一
の
効
力
を
有
す
る
。

第
四
条
既
存
の
保
護
制
度

１
こ
の
憲
章
の
い
か
な
る
規
定
も
、
欧
州
人
権
条
約
に
よ
っ
て
保

障
さ
れ
て
い
る
権
利
の
制
限
若
し
く
は
適
用
除
外
を
認
め
る
も

の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

２
こ
の
憲
章
の
規
定
は
、
地
域
言
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
の
地
位
、
若
し

く
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
属
す
る
者
の
法
的
地
位
に
関
す
る
よ

り
有
利
な
規
定
を
、
そ
れ
が
加
盟
国
内
に
既
に
存
在
す
る
も
の

で
あ
れ
、
二
国
間
及
び
多
数
国
間
協
定
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
れ
、
害
す
る
も
の
で
は
な
い
。

第
五
条
既
存
の
義
務

こ
の
憲
章
の
い
か
な
る
も
の
も
、
国
連
憲
章
の
目
的
、
若
し
く
は
、
国

家
主
権
及
び
領
域
保
全
の
原
則
を
含
む
国
際
法
上
の
そ
の
他
の
義
務

に
反
す
る
活
動
に
従
事
し
又
は
行
為
を
行
う
権
利
を
意
味
す
る
も
の

と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
六
条
情
報

締
約
国
は
、
関
係
公
的
機
関
、
関
係
組
織
、
関
係
者
が
、
こ
の
憲
章
に

よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
権
利
及
び
義
務
を
知
ら
さ
れ
る
よ
う
配
慮
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

立
す
る
こ
と
。

ｆ
す
べ
て
の
適
切
な
段
階
に
お
け
る
地
域
言
語
又
は
少
数
言
語

の
教
育
研
究
の
た
め
、
適
切
な
形
式
と
手
段
を
提
供
す
る
こ

と
。

ｇ
地
域
一
一
言
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
の
使
用
さ
れ
て
い
る
地
域
に
お
い

て
、
そ
の
言
語
を
話
さ
な
い
者
が
希
望
す
る
場
合
に
学
習
す

る
こ
と
を
可
能
に
す
る
便
宜
の
提
供
。

ｈ
大
学
又
は
同
等
の
機
関
に
お
け
る
地
域
言
語
又
は
少
数
言
語

の
研
究
調
査
の
促
進
。

ｉ
二
国
以
上
に
ま
た
が
っ
て
同
一
若
し
く
は
類
似
の
形
で
用
い

ら
れ
て
い
る
地
域
言
語
又
は
少
数
一
一
言
語
の
た
め
に
、
こ
の
憲

章
の
対
象
分
野
に
お
い
て
、
適
切
な
形
の
国
際
交
流
を
促
進

す
る
こ
と
。

２
締
約
国
は
、
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
言
語
の
使
用
に
関
す
る
、
こ
の

言
語
の
維
持
な
い
し
発
展
の
阻
害
を
目
的
と
し
た
一
切
の
不
当

な
区
別
、
排
除
、
制
限
、
優
遇
を
撤
廃
す
る
こ
と
を
、
ま
だ
撤
廃

し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
約
束
す
る
。
地
域
言
語
又
は
少
数
言
語

の
使
用
者
と
他
の
住
民
と
の
間
の
平
等
を
促
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
若
し
く
は
、
前
者
の
特
定
の
状
況
に
適
切
な
考
慮
を

払
っ
て
、
地
域
言
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
の
た
め
の
特
別
措
置
を
と

る
こ
と
は
、
よ
り
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
言
語
の
使
用
者
に
対

す
る
差
別
行
為
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。



５３地域言語又は少数言語のための欧州憲章 5２ 

第
三
部
第
二
条
２
の
約
束
に
従
っ
て
取
ら
れ
る
べ
き
、
公
的
生

活
で
の
地
域
言
語
又
は
少
数
言
語
の
使
用
を
促
進
す
る

措
置

３
締
約
国
は
、
適
切
な
措
置
に
よ
っ
て
、
国
内
の
す
べ
て
の
言
語
集

団
間
の
相
互
理
解
促
進
、
特
に
、
地
域
言
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
に
対

す
る
尊
重
、
理
解
、
寛
容
を
国
内
の
教
育
及
び
訓
練
の
目
的
に
取

り
入
れ
る
こ
と
、
及
び
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
こ
の
目
的
追
求

の
奨
励
促
進
を
約
束
す
る
。

４
地
域
言
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
に
関
す
る
政
策
決
定
に
あ
た
っ
て
、

締
約
国
は
、
当
該
言
語
の
使
用
集
団
が
表
明
す
る
要
求
と
希
望

を
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
締
約
国
は
、
必
要
な
場
合
に

は
、
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
言
語
に
関
す
る
一
切
の
問
題
に
つ
い

て
公
的
機
関
に
助
言
を
与
え
る
た
め
の
団
体
を
設
立
す
る
よ
う

奨
励
さ
れ
る
。

５
締
約
国
は
、
１
か
ら
４
に
挙
げ
ら
れ
た
原
則
を
、
領
域
な
き
言
語

に
も
必
要
な
修
正
を
加
え
て
適
用
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
言
語
の
場
合
に
こ
の
憲
章
の
た
め
に
と
ら
れ

る
措
置
の
性
質
と
範
囲
は
、
当
該
一
一
一
一
口
語
を
使
用
す
る
集
団
の
要

求
と
希
望
に
留
意
し
て
、
そ
の
伝
統
及
び
性
格
を
尊
重
し
て
、
柔

軟
に
決
定
さ
れ
る
。

ｄ 

ｉ 
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と
も
家
族
が
そ
う
希
望
し
、
か
つ
、
そ
の
数
が
十
分
と
思

わ
れ
る
生
徒
に
行
う
こ
と
。

中
等
教
育
を
当
該
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
言
語
で
行
う
こ

と
、
又
は

中
等
教
育
の
実
質
的
部
分
を
当
該
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数

言
語
で
行
う
こ
と
、
又
は

中
等
教
育
に
お
い
て
、
当
該
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語

の
教
育
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
不
可
分
の
一
部
と
し
て
行

う
こ
と
、
又
は

ｉ
か
ら
泣
に
規
定
さ
れ
る
措
置
の
ひ
と
つ
を
、
少
な
く

と
も
本
人
が
、
若
し
く
は
必
要
が
あ
れ
ば
家
族
が
、
十
分

と
思
わ
れ
る
人
数
を
も
っ
て
希
望
す
る
生
徒
に
行
う
こ

と
。

技
術
的
及
び
職
業
的
教
育
を
当
該
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数

言
語
で
行
う
こ
と
、
又
は
・

技
術
的
及
び
職
業
的
教
育
の
実
質
的
部
分
を
当
該
地
域

一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
言
語
で
行
う
こ
と
、
又
は

技
術
的
及
び
職
業
的
教
育
に
お
い
て
、
当
該
地
域
一
一
一
一
口
語

又
は
少
数
言
語
の
教
育
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
不
可
分
の

一
部
と
し
て
行
う
こ
と
、
又
は

ｉ
か
ら
通
に
規
定
さ
れ
る
措
置
の
ひ
と
つ
を
、
少
な
く

と
も
本
人
が
、
若
し
く
は
必
要
が
あ
れ
ば
家
族
が
、
十
分
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第
八
条
教
育

１
教
育
に
つ
い
て
、
締
約
国
は
、
そ
の
よ
う
な
言
語
が
使
用
さ
れ
て

い
る
領
域
に
お
い
て
、
各
言
語
の
状
況
に
応
じ
て
、
か
つ
、
国
家

の
公
用
語
の
教
育
を
害
う
こ
と
な
く
、
次
の
こ
と
を
約
束
す
る
。

ａ
ｉ
就
学
前
教
育
を
当
該
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
言
語
で
行
う

こ
と
、
又
は

》
、
就
学
前
教
育
の
実
質
的
部
分
を
当
該
地
域
言
語
又
は
少

数
言
語
で
行
う
こ
と
、
又
は

通
ｉ
及
び
ｈ
に
規
定
さ
れ
る
措
置
の
ひ
と
つ
を
、
少
な
く

と
も
家
族
が
そ
う
希
望
し
、
か
つ
、
そ
の
数
が
十
分
と
思

わ
れ
る
生
徒
に
行
う
こ
と
、
又
は

耐
公
的
機
関
が
就
学
前
教
育
に
直
接
権
限
を
持
た
な
い
場

合
、
ｉ
か
ら
泣
の
措
置
の
適
用
を
促
進
及
び
又
は
奨
励

す
る
こ
と
。

ｂ
ｉ
初
等
教
育
を
当
該
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
言
語
で
行
う
こ

と
、
又
は

》
、
初
等
教
育
の
実
質
的
部
分
を
当
該
地
域
言
語
又
は
少
数

言
語
で
行
う
こ
と
、
又
は

》
ｍ
初
等
教
育
に
お
い
て
、
当
該
地
域
言
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語

の
教
育
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
不
可
分
の
一
部
と
し
て
行

う
こ
と
、
又
は

Ⅳ
ｉ
か
ら
斑
に
規
定
さ
れ
る
措
置
の
ひ
と
つ
を
、
少
な
く

ｆ ｅ ９ 

と
思
わ
れ
る
人
数
を
も
っ
て
希
望
す
る
生
徒
に
行
う
こ

と
。

ｉ
大
学
及
び
そ
の
他
の
一
局
等
教
育
を
当
該
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は

少
数
言
語
で
行
う
こ
と
、
又
は

Ⅲ
大
学
及
び
そ
の
他
の
高
等
教
育
の
科
目
と
し
て
、
こ
れ

ら
の
言
語
の
研
究
の
た
め
に
便
宜
を
払
う
こ
と
、
又
は

通
高
等
教
育
機
関
に
関
す
る
国
家
の
役
割
を
理
由
と
し

て
、
ｉ
及
び
ｈ
が
提
供
で
き
な
い
場
合
、
地
域
言
語
又
は

少
数
一
言
語
で
の
大
学
教
育
若
し
く
は
そ
の
他
の
形
態
の

高
等
教
育
の
提
供
、
又
は
、
大
学
若
し
く
は
そ
の
他
の
高

等
教
育
機
関
で
の
こ
れ
ら
の
言
語
研
究
の
た
め
の
便
宜

提
供
を
奨
励
及
び
又
は
認
可
す
る
こ
と
。

ｉ
成
人
教
育
又
は
生
涯
教
育
の
講
座
が
、
主
に
若
し
く
は

全
部
、
地
域
言
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
で
な
さ
れ
る
よ
う
措

置
を
と
る
こ
と
、
又
は

Ⅱ
こ
れ
ら
の
言
語
を
成
人
教
育
及
び
生
涯
教
育
の
科
目
と

し
て
提
供
す
る
こ
と
、
又
は

甜
公
的
機
関
が
成
人
教
育
に
直
接
権
限
を
持
た
な
い
場

合
、
成
人
教
育
及
び
生
涯
教
育
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
言

語
の
教
育
を
促
進
及
び
又
は
奨
励
す
る
こ
と
。

地
域
言
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
の
歴
史
及
び
文
化
に
関
す
る
教
育

を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
取
る
こ
と
。
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ｈ
締
約
国
が
受
け
入
れ
た
ａ
か
ら
ｇ
の
実
施
に
必
要
な
教
員
の

基
礎
的
及
び
継
続
的
訓
練
を
確
保
す
る
こ
と
。

ｉ
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
教
育
の
実
施
又
は
開
発
に
お
い
て

取
ら
れ
た
措
置
及
び
進
展
を
記
録
し
、
こ
れ
に
関
す
る
公
開

の
定
期
報
告
を
作
成
す
る
監
視
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
。

２
教
育
に
つ
い
て
、
並
び
に
地
域
言
語
又
は
少
数
言
語
が
伝
統
的

に
使
用
さ
れ
て
い
る
領
域
以
外
の
領
域
に
関
し
て
、
締
約
国
は
、

地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
言
語
の
使
用
者
の
数
が
許
す
場
合
、
適
切

な
す
べ
て
の
教
育
段
階
に
お
い
て
、
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
言
語

で
の
、
又
は
、
そ
の
言
語
の
教
育
を
認
可
、
奨
励
又
は
設
置
す
る

こ
と
を
約
束
す
る
。

第
９
条
司
法
機
関

１
地
域
言
語
又
は
少
数
言
語
を
使
用
す
る
居
住
者
の
数
が
以
下
に

明
記
す
る
措
置
を
正
当
化
す
る
司
法
管
轄
区
域
に
つ
い
て
、
締

約
国
は
、
各
一
一
一
一
口
語
の
状
況
に
応
じ
て
、
こ
の
項
に
よ
っ
て
提
供
さ

れ
る
便
宜
の
利
用
が
裁
判
官
に
よ
っ
て
適
切
な
司
法
行
政
を
妨

げ
る
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
次
の
こ
と
を
約

束
す
る
。

ａ
刑
事
手
続
き
に
お
い
て

ｉ
当
事
者
の
ひ
と
り
の
請
求
に
応
じ
て
、
裁
判
所
が
地
域

言
語
又
は
少
数
言
語
で
手
続
き
を
行
う
よ
う
定
め
る
こ

と
、
及
び
又
は

場
合
に
は
通
訳
及
び
翻
訳
の
利
用
に
よ
っ
て
、

ｉ
当
事
者
の
ひ
と
り
の
請
求
に
応
じ
て
、
裁
判
所
が
地
域

言
語
又
は
少
数
言
語
で
手
続
き
を
行
う
よ
う
定
め
る
こ

と
、
及
び
又
は

曲
当
事
者
本
人
が
裁
判
所
に
出
頭
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

場
合
は
つ
ね
に
、
そ
の
者
が
自
己
の
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少

数
言
語
を
、
追
加
費
用
を
と
も
な
う
こ
と
な
く
、
使
用
す

る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
、
及
び
又
は
、

磁
文
書
及
び
証
拠
が
地
域
言
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
で
作
成
さ

れ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
。

ｄ
ｂ
及
び
ｃ
そ
れ
ぞ
れ
の
ｉ
及
び
泣
の
適
用
並
び
に
必
要
と
さ

れ
る
一
切
の
通
訳
及
び
翻
訳
の
使
用
が
、
関
係
当
事
者
へ
の

追
加
費
用
を
と
も
な
わ
な
い
よ
う
措
置
を
と
る
こ
と
。

２
締
約
国
は
、
以
下
の
こ
と
を
約
束
す
る
。

ａ
国
内
で
作
成
さ
れ
た
法
的
文
書
の
効
力
を
、
地
域
言
語
又
は

少
数
一
一
一
一
口
語
で
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
み
を
理
由
に
し
て
、

否
定
し
な
い
こ
と
。

ｂ
国
内
で
作
成
さ
れ
た
法
的
文
書
の
当
事
者
問
に
お
け
る
効
力

を
、
地
域
言
語
又
は
少
数
言
語
で
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
の

み
を
理
由
に
し
て
、
否
定
し
な
い
こ
と
、
か
つ
、
そ
れ
ら
の
文

書
が
、
当
該
地
域
言
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
の
使
用
者
で
な
い
第

三
者
に
対
し
て
も
、
そ
の
文
書
の
内
容
が
援
用
者
に
よ
っ
て

当
該
第
三
者
に
知
ら
さ
れ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
援
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

ｃ
国
内
で
作
成
さ
れ
た
法
的
文
書
の
当
事
者
間
に
お
け
る
効
力

を
、
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
言
語
で
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
の

み
を
理
由
に
し
て
、
否
定
し
な
い
こ
と
。

３
締
約
国
は
、
重
要
な
国
内
法
規
及
び
特
に
地
域
言
語
又
は
少
数

言
語
の
使
用
者
に
関
す
る
法
規
を
、
こ
れ
ら
の
一
一
一
口
語
で
利
用
可

能
に
す
る
こ
と
を
、
既
に
別
の
形
で
利
用
可
能
に
な
っ
て
い
る

場
合
を
除
き
、
約
束
す
る
。

第
一
○
条
行
政
機
関
及
び
公
共
サ
ー
ビ
ス

１
地
域
言
語
又
は
少
数
言
語
を
使
用
す
る
住
民
の
数
が
以
下
に
明

記
す
る
措
置
を
正
当
化
す
る
国
家
の
行
政
区
域
に
お
い
て
、
か

つ
、
各
言
語
の
状
況
に
応
じ
て
、
締
約
国
は
、
合
理
的
に
可
能
な

か
ぎ
り
、
次
の
こ
と
を
約
束
す
る
。

ａ
ｉ
行
政
機
関
が
地
域
言
語
又
は
少
数
言
語
を
使
用
す
る
よ

う
確
保
す
る
こ
と
、
又
は

Ⅱ
人
々
と
接
す
る
当
該
職
員
が
、
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
言

語
で
問
い
合
わ
せ
る
者
と
の
関
係
に
お
い
て
、
そ
の
言

語
を
使
用
す
る
よ
う
確
保
す
る
こ
と
、
又
は

泣
地
域
言
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
の
使
用
者
が
、
当
該
一
一
一
一
口
語
で

□
頭
又
は
書
面
の
申
請
を
提
出
し
、
か
つ
、
回
答
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
確
保
す
る
こ
と
、
又
は

ｈ
被
告
人
に
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
言
語
を
使
用
す
る
権
利

を
保
障
す
る
こ
と
、
及
び
又
は

面
書
面
で
あ
れ
口
頭
で
あ
れ
、
請
求
及
び
証
拠
が
地
域
言

語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
で
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
み
を
理

由
に
し
て
受
理
不
可
能
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
定
め
る
こ
と
、
及
び
又
は

耐
請
求
に
応
じ
て
法
的
手
続
き
に
関
す
る
文
書
を
、
必
要

な
場
合
に
は
通
訳
及
び
翻
訳
の
利
用
に
よ
っ
て
、
当
該

地
域
言
語
又
は
少
数
言
語
で
、
関
係
当
事
者
へ
の
追
加

費
用
を
と
も
な
う
こ
と
な
く
、
作
成
す
る
こ
と
。

ｂ
民
事
手
続
き
に
お
い
て
、
必
要
な
場
合
に
は
通
訳
及
び
翻
訳

の
利
用
に
よ
っ
て
、

ｉ
当
事
者
の
ひ
と
り
の
請
求
に
応
じ
て
裁
判
所
が
地
域
言

語
又
は
少
数
言
語
で
手
続
き
を
行
う
よ
う
定
め
る
こ

と
、
及
び
又
は

血
当
事
者
本
人
が
裁
判
所
に
出
頭
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

場
合
は
つ
ね
に
、
そ
の
者
が
自
己
の
地
域
言
語
又
は
少

数
言
語
を
、
追
加
費
用
を
と
も
な
う
こ
と
な
く
、
使
用
す

る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
、
及
び
又
は
、

逝
文
書
及
び
証
拠
が
地
域
言
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
で
作
成
さ

れ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
。

ｃ
行
政
問
題
に
関
す
る
裁
判
所
の
手
続
き
に
お
い
て
、
必
要
な
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め
、
締
約
国
は
、
以
下
の
措
置
の
一
つ
又
は
そ
れ
以
上
を
取
る
こ

と
を
約
束
す
る
。

ａ
要
望
が
あ
っ
た
場
合
の
翻
訳
又
は
通
訳
。

ｂ
十
分
な
数
の
公
務
員
及
び
そ
の
他
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
従
業
員

の
雇
用
並
び
に
、
必
要
な
場
合
に
は
、
養
成
。

ｃ
地
域
言
語
又
は
少
数
言
語
の
知
識
を
も
つ
公
共
サ
ー
ビ
ス
従

業
員
か
ら
の
、
当
該
言
語
使
用
領
域
へ
の
配
置
要
求
を
可
能

な
か
ぎ
り
み
た
す
こ
と
。

５
締
約
国
は
、
要
望
に
応
じ
て
、
地
域
言
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
で
の
姓

の
使
用
又
は
採
用
を
認
め
る
こ
と
。

第
二
条
メ
デ
ィ
ア

１
締
約
国
は
、
地
域
言
語
又
は
少
数
言
語
が
話
さ
れ
て
い
る
領
域

に
お
け
る
当
該
一
一
一
一
口
語
の
使
用
者
に
対
し
、
各
言
語
の
状
況
に
応

じ
て
、
公
的
機
関
が
こ
の
分
野
に
お
け
る
直
接
又
は
間
接
の
管

轄
、
権
限
、
役
割
を
持
つ
程
度
に
応
じ
て
、
メ
デ
ィ
ア
の
独
立
と

自
治
の
原
則
を
尊
重
し
つ
つ
、
以
下
の
こ
と
を
約
束
す
る
。

ａ
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
場
合
、

ｉ
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
言
語
で
、
少
な
く
と
も
一
つ
の
ラ

ジ
オ
放
送
局
と
一
つ
の
テ
レ
ビ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
設
立
を

確
保
す
る
こ
と
、
又
は

Ⅲ
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
で
、
少
な
く
と
も
一
つ
の
ラ

ジ
オ
放
送
局
と
一
つ
の
テ
レ
ビ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
設
立
を

。
Ⅳ
地
域
言
語
又
は
少
数
言
語
の
使
用
者
が
、
当
該
言
語
で

口
頭
又
は
書
面
の
申
請
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
確
保
す
る
こ
と
、
又
は

ｖ
地
域
言
語
又
は
少
数
言
語
の
使
用
者
が
、
当
該
一
一
一
一
口
語
で

有
効
に
文
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
確
保
す

る
こ
と
。

ｂ
住
民
が
頻
繁
に
使
用
す
る
行
政
文
書
及
び
書
式
が
、
地
域
言

語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
で
、
又
は
、
一
一
言
語
併
用
形
式
で
、
利
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

ｃ
行
政
機
関
が
、
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
言
語
で
文
書
を
作
成
す

る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
。

２
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
言
語
を
使
用
す
る
住
民
の
数
が
以
下
に
明

記
す
る
措
置
を
正
当
化
す
る
地
方
及
び
地
域
機
関
に
つ
い
て
、

締
約
国
は
、
以
下
の
こ
と
を
許
可
及
び
又
は
奨
励
す
る
こ
と
を

約
束
す
る
。

ａ
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
地
方
機
関
の
枠
内
で
の
地
域
言
語
又
は
少
数

言
語
の
使
用
。

ｂ
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
言
語
の
使
用
者
が
当
該
一
一
一
一
口
語
で
口
頭
若

し
く
は
書
面
の
申
請
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

ｃ
地
域
機
関
が
地
域
言
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
で
も
公
式
文
書
を
発

行
す
る
こ
と
。

ｄ
地
方
機
関
が
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
言
語
で
も
公
式
文
書
を
発

行
す
る
こ
と
。

ｅ
地
域
機
関
が
、
地
域
議
会
の
審
議
に
お
い
て
、
国
家
の
公
用
語

の
使
用
を
排
除
す
る
こ
と
な
く
、
地
域
一
一
百
語
又
は
少
数
言
語

を
使
用
す
る
こ
と
。

ｆ
地
方
機
関
が
、
地
方
議
会
の
審
議
に
お
い
て
、
国
家
の
公
用
語

の
使
用
を
排
除
す
る
こ
と
な
く
、
地
域
言
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語

を
使
用
す
る
こ
と
。

ｇ
地
域
言
語
又
は
少
数
言
語
で
の
伝
統
的
及
び
正
確
な
形
の
地

名
を
、
必
要
な
場
合
に
は
公
用
語
で
の
名
称
と
並
ん
で
、
使
用

又
は
採
用
す
る
こ
と
。

３
行
政
機
関
又
は
そ
れ
に
代
わ
っ
て
行
為
す
る
者
に
よ
っ
て
提
供

さ
れ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
締
約
国
は
、
地
域
言
語
又
は

少
数
一
一
一
一
口
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
領
域
に
お
い
て
、
各
言
語
の
状

況
に
応
じ
て
、
合
理
的
に
可
能
な
か
ぎ
り
、
次
の
こ
と
を
約
束
す

る
。

ａ
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
一
一
一
百
語
が
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
お
い
て
使

用
さ
れ
る
よ
う
確
保
す
る
こ
と
。

ｂ
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
の
使
用
者
が
当
該
一
一
一
一
口
語
で
申
請
を

提
出
し
回
答
を
得
る
こ
と
を
許
可
す
る
こ
と
。

ｃ
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
の
使
用
者
が
当
該
言
語
で
申
請
を

提
出
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
こ
と
。

４
締
約
国
が
受
け
入
れ
た
一
、
一
一
及
び
三
の
規
定
を
実
施
す
る
た

奨
励
及
び
又
は
助
長
す
る
こ
と
、
又
は

泣
放
送
局
が
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
言
語
で
の
番
組
を
提
供

す
る
よ
う
適
切
な
措
置
を
と
る
こ
と
。

ｂ
ｉ
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
言
語
で
、
少
な
く
と
も
一
つ
の
ラ

ジ
オ
放
送
局
の
設
立
を
奨
励
及
び
又
は
助
長
す
る
こ

と
、
又
は

Ⅲ
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
で
の
ラ
ジ
オ
番
組
の
定
期
的

放
送
を
奨
励
及
び
又
は
助
長
す
る
こ
と
。

ｃ
ｉ
地
域
言
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
で
、
少
な
く
と
も
一
つ
の
テ

レ
ビ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
設
立
を
奨
励
及
び
又
は
助
長
す
る

こ
と
、
又
は

》
、
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
で
の
テ
レ
ビ
番
組
の
定
期
的

放
送
を
奨
励
及
び
又
は
助
長
す
る
こ
と
。

ｄ
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
言
語
で
の
聴
覚
及
び
視
聴
覚
作
品
の
製

作
及
び
配
給
を
奨
励
及
び
助
長
す
る
こ
と
。

ｅ
ｉ
地
域
言
語
又
は
少
数
言
語
で
、
少
な
く
と
も
一
つ
の
新

聞
の
設
立
及
び
又
は
維
持
を
奨
励
及
び
又
は
助
長
す
る

こ
と
、
又
は

》
Ⅲ
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
言
語
で
、
定
期
的
な
新
聞
記
事
の

掲
載
を
奨
励
及
び
又
は
助
長
す
る
こ
と
。

ｆ
ｉ
法
律
に
よ
っ
て
メ
デ
ィ
ア
へ
の
一
般
的
財
政
援
助
が
規

定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
地
域
言
語
又
は
少
数
言
語

－
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字
幕
を
援
助
開
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
言
語
又
は
少

数
言
語
で
接
す
る
様
々
な
手
段
を
促
進
す
る
こ
と
。

ｄ
多
様
な
文
化
活
動
を
組
織
又
は
支
援
す
る
団
体
が
、
自
ら
イ

ー
ー
シ
ァ
チ
プ
を
取
る
若
し
く
は
支
援
す
る
活
動
に
、
地
域
一
一
一
一
口

語
又
は
少
数
言
語
の
知
識
及
び
使
用
を
適
切
に
取
り
入
れ
る

よ
う
確
保
す
る
こ
と
。

ｅ
多
様
な
文
化
活
動
を
組
織
又
は
支
援
す
る
団
体
が
、
他
の
住

民
の
一
一
一
一
口
語
に
加
え
て
当
該
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
言
語
を
十
分

使
い
こ
な
す
職
員
を
備
え
る
よ
う
確
保
す
る
措
置
を
促
進
す

る
こ
と
。

ｆ
文
化
活
動
の
施
設
整
備
及
び
計
画
に
つ
い
て
、
地
域
言
語
又

は
少
数
言
語
の
使
用
者
代
表
の
直
接
参
加
を
奨
励
す
る
こ

と
。

ｇ
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
に
よ
る
作
品
の
収
集
、
保
管
、
展

示
、
出
版
を
行
う
団
体
の
設
立
を
奨
励
及
び
又
は
助
長
す
る

こ
と
。

ｈ
必
要
な
場
合
に
は
、
翻
訳
及
び
語
彙
研
究
サ
ー
ビ
ス
を
、
と
り

わ
け
各
地
域
言
語
又
は
少
数
言
語
に
よ
る
適
切
な
行
政
、
通

商
、
経
済
、
社
会
、
技
術
又
は
法
律
用
語
の
維
持
発
展
の
た
め

に
、
設
立
及
び
又
は
促
進
及
び
財
政
援
助
す
る
こ
と
。

２
地
域
言
語
又
は
少
数
言
語
が
伝
統
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
領
域

以
外
の
領
域
に
つ
い
て
、
締
約
国
は
、
地
域
言
語
又
は
少
数
言
語

を
使
用
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
超
過
負
担
を
補
う
こ
と
、
又

は

》
Ⅲ
既
存
の
財
政
援
助
措
置
を
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
言
語
で

の
視
聴
覚
作
品
製
作
に
も
適
用
す
る
こ
と
。

ｇ
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
言
語
を
使
用
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
た
め
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
及
び
そ
の
他
の
人
員
の
養
成
を
支
援
す
る

こ
と
。

２
締
約
国
は
、
あ
る
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
一
一
一
戸
語
と
同
一
若
し
く
は

類
似
の
形
で
使
用
さ
れ
て
い
る
言
語
で
の
、
隣
接
国
か
ら
の
ラ

ジ
オ
テ
レ
ビ
放
送
の
直
接
受
信
の
自
由
を
保
障
し
、
並
び
に
、
そ

の
よ
う
な
一
一
一
一
口
語
に
よ
る
隣
接
国
の
ラ
ジ
オ
テ
レ
ピ
放
送
の
国
内

中
継
に
反
対
し
な
い
こ
と
を
約
束
す
る
。
締
約
国
は
さ
ら
に
、
あ

る
地
域
言
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
と
同
一
若
し
く
は
類
似
の
形
で
使

用
さ
れ
て
い
る
言
語
で
書
か
れ
た
情
報
の
表
現
の
自
由
と
自
由

な
流
布
に
対
し
、
い
か
な
る
制
約
も
課
さ
れ
な
い
よ
う
確
保
す

る
こ
と
を
約
束
す
る
。
上
記
の
自
由
の
行
使
に
つ
い
て
は
、
義
務

及
び
責
任
を
伴
い
、
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
手
続
き
、
条

件
、
制
限
又
は
刑
罰
で
あ
っ
て
、
国
の
安
全
、
領
土
保
全
若
し
く

は
公
共
の
安
全
の
た
め
、
無
秩
序
若
し
く
は
犯
罪
の
防
止
の
た

め
、
健
康
若
し
く
は
道
徳
の
保
護
の
た
め
、
他
の
者
の
信
用
若
し

く
は
権
利
の
保
護
の
た
め
、
秘
密
に
受
け
た
情
報
の
暴
露
を
防

止
す
る
た
め
、
又
は
、
司
法
機
関
の
権
威
及
び
公
平
さ
を
維
持
す

の
使
用
者
の
数
が
許
す
場
合
、
第
一
二
条
１
に
従
っ
て
、
適
切
な

文
化
的
活
動
及
び
施
設
を
認
可
、
奨
励
及
び
又
は
提
供
す
る
こ

と
を
約
束
す
る
。

３
締
約
国
は
、
外
国
へ
向
け
た
自
国
の
文
化
政
策
に
お
い
て
、
地
域

言
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
及
び
そ
の
文
化
に
適
切
な
位
置
を
与
え
る

こ
と
を
約
束
す
る
。

第
一
三
条
経
済
的
及
び
社
会
的
生
活

１
経
済
的
及
び
社
会
的
活
動
に
関
し
て
、
締
約
国
は
国
内
全
体
で

以
下
の
こ
と
を
約
束
す
る
。

ａ
国
内
法
規
か
ら
、
経
済
的
又
は
社
会
的
生
活
に
関
す
る
文
書
、

特
に
雇
用
契
約
、
及
び
、
製
品
、
設
備
の
使
用
説
明
書
の
よ
う

な
技
術
文
書
に
お
け
る
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
言
語
の
使
用
を

正
当
な
理
由
な
く
禁
止
若
し
く
は
制
限
す
る
規
定
を
撤
廃
す

る
こ
と
。

ｂ
少
な
く
と
も
同
一
一
言
語
を
使
用
す
る
者
の
問
に
お
け
る
地
域

言
語
又
は
少
数
言
語
の
使
用
を
排
除
若
し
く
は
制
限
す
る
条

項
が
、
企
業
の
内
部
規
則
及
び
私
文
書
に
含
ま
れ
る
の
を
禁

止
す
る
こ
と
。

Ｃ
経
済
的
及
び
社
会
的
活
動
に
お
け
る
地
域
言
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口

語
の
使
用
に
支
障
を
与
え
る
こ
と
を
意
図
す
る
行
為
に
反
対

す
る
こ
と
。

ｄ
上
記
以
外
の
措
置
に
よ
っ
て
地
域
言
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
の
使

る
た
め
民
主
社
会
に
お
い
て
必
要
な
も
の
を
課
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

３
締
約
国
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
自
由
と
多
元
主
義
を
保
障
す
る
責
任

を
持
っ
た
団
体
が
法
律
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
て
い
る
場
合
に

は
、
そ
こ
に
お
い
て
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
言
語
の
使
用
者
の
利

益
が
代
表
若
し
く
は
考
慮
さ
れ
る
よ
う
確
保
す
る
こ
と
を
約
束

す
る
。

第
一
二
条
文
化
的
活
動
及
び
施
設

１
文
化
的
活
動
及
び
施
設
に
つ
い
て
、
特
に
図
書
館
、
ビ
デ
オ
図
書

館
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
博
物
館
、
資
料
館
、
ア
カ
デ
ミ
ー
、
劇
場
、

映
画
館
、
並
び
に
、
文
学
作
品
、
映
画
製
作
、
庶
民
的
文
化
表
現
、

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
文
化
産
業
、
と
り
わ
け
最
新
技
術
利
用
も
含

め
て
、
締
約
国
は
、
当
該
言
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
領
域
内
に
お

い
て
、
公
的
機
関
が
権
限
を
持
つ
範
囲
内
で
、
こ
の
分
野
に
お
い

て
、
以
下
の
権
限
又
は
役
割
を
持
つ
こ
と
を
約
束
す
る
。

ａ
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
言
語
に
固
有
の
表
現
及
び
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
を
奨
励
し
、
こ
れ
ら
の
言
語
に
よ
る
作
品
に
接
す
る
様
々

な
手
段
を
促
進
す
る
こ
と
。

ｂ
地
域
言
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
の
作
品
に
、
翻
訳
、
吹
き
替
え
、
ア

フ
レ
コ
、
字
幕
を
援
助
開
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
一
一
一
一
口
語

で
接
す
る
様
々
な
手
段
を
促
進
す
る
こ
と
。

ｃ
他
の
一
一
一
一
口
語
に
よ
る
作
品
に
、
翻
訳
、
吹
き
替
え
、
ア
フ
レ
コ
、
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２
締
約
国
は
、
そ
の
報
告
書
を
公
開
す
る
。

第
一
六
条
報
告
の
審
査

１
第
一
五
条
に
従
っ
て
欧
州
審
議
会
事
務
総
長
に
送
付
さ
れ
た
報

告
は
、
第
一
七
条
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
専
門
家
委
員
会
に
よ

っ
て
審
査
さ
れ
る
。

２
締
約
国
内
に
お
い
て
合
法
的
に
設
立
さ
れ
た
団
体
又
は
結
社

は
、
憲
章
第
三
部
の
も
と
で
締
約
国
が
引
き
受
け
た
約
束
に
関

し
て
専
門
家
委
員
会
の
注
意
を
引
く
こ
と
が
で
き
る
。
専
門
委

員
会
は
、
当
該
締
約
国
の
意
見
を
聞
い
た
後
、
以
下
の
３
に
規
定

さ
れ
た
報
告
書
の
作
成
に
あ
た
っ
て
こ
の
情
報
を
考
慮
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
団
体
又
は
結
社
は
、
第
二
部
に
従
っ
て

締
約
国
が
と
っ
た
政
策
に
関
し
て
も
、
意
見
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

３
１
の
報
告
と
２
の
情
報
に
基
づ
い
て
、
専
門
家
委
員
会
は
、
閣
僚

委
員
会
へ
の
報
告
書
を
作
成
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
報

告
書
は
、
締
約
国
に
そ
の
意
見
を
求
め
て
そ
れ
を
併
記
し
、
閣
僚

委
員
会
に
よ
っ
て
公
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
３
に
明
記
さ
れ
た
報
告
書
は
、
閣
僚
委
員
会
が
、
必
要
な
場
合
、

｜
又
は
そ
れ
以
上
の
締
約
国
に
対
す
る
勧
告
を
作
成
す
る
た
め

の
、
専
門
家
委
員
会
の
提
案
を
特
に
含
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

５
欧
州
審
議
会
事
務
総
長
は
、
憲
章
の
適
用
に
関
す
る
隔
年
の
詳

細
な
報
告
書
を
議
員
総
会
に
提
出
す
る
。

用
を
助
長
及
び
又
は
奨
励
す
る
こ
と
。

２
経
済
的
及
び
社
会
的
活
動
に
関
し
て
、
締
約
国
は
、
公
的
機
関
が

権
限
を
持
つ
範
囲
内
で
、
地
域
言
語
又
は
少
数
言
語
が
使
用
さ

れ
て
い
る
領
域
に
お
い
て
、
以
下
の
こ
と
を
、
合
理
的
に
可
能
な

か
ぎ
り
、
約
束
す
る
。

ａ
財
政
及
び
金
融
に
関
す
る
規
則
に
、
取
引
実
行
と
両
立
す
る

手
続
き
の
活
用
に
よ
っ
て
、
支
払
文
書
（
小
切
手
、
手
形
な
ど
）

及
び
そ
の
他
の
金
融
文
書
に
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
少
数
言
語
の
使

用
を
認
め
る
規
定
を
定
め
る
、
若
し
く
は
、
適
当
な
場
合
、
そ

の
よ
う
な
規
定
の
実
施
を
確
保
す
る
こ
と
。

ｂ
そ
の
（
公
的
部
門
の
）
管
轄
に
直
接
属
す
る
経
済
的
及
び
社
会

的
部
門
に
お
い
て
、
地
域
言
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
の
使
用
を
促

進
す
る
た
め
の
活
動
を
組
織
す
る
こ
と
。

ｃ
病
院
、
養
老
院
、
宿
泊
所
な
ど
の
福
祉
厚
生
施
設
が
、
健
康
、

年
齢
又
は
そ
の
他
の
理
由
で
援
助
を
必
要
と
す
る
地
域
言
語

又
は
少
数
言
語
使
用
者
に
対
し
、
そ
の
一
一
一
一
口
語
で
受
け
入
れ
及

び
処
遇
す
る
可
能
性
を
提
供
す
る
よ
う
確
保
す
る
こ
と
。

ｄ
適
切
な
方
法
に
よ
り
、
安
全
に
関
す
る
注
意
説
明
が
地
域
言

語
又
は
少
数
言
語
で
も
作
成
さ
れ
る
よ
う
確
保
す
る
こ
と
。

ｅ
権
限
あ
る
公
的
機
関
が
提
供
す
る
消
費
者
の
権
利
に
関
す
る

情
報
を
、
地
域
言
語
又
は
少
数
一
一
一
一
口
語
で
も
利
用
可
能
に
す
る

こ
と
。

第
一
八
条

こ
の
憲
章
は
、
欧
州
審
議
会
加
盟
国
に
よ
る
署
名
の
た
め
に
開
放
し

て
お
く
。
こ
の
憲
章
は
、
批
准
、
受
諾
又
は
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
批
准
書
、
受
諾
書
又
は
承
認
書
は
、
欧
州
審
議
会
事
務
総
長
に

寄
託
す
る
。

第
一
九
条

１
こ
の
憲
章
は
、
欧
州
審
議
会
の
五
の
加
盟
国
が
第
一
八
条
の
規

定
に
基
づ
い
て
憲
章
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
へ
の
自
国
の
同
意
を

表
明
し
た
曰
の
後
三
ヵ
月
の
期
間
を
経
過
し
た
翌
月
の
一
日
に

第
一
五
条
定
期
報
告

１
締
約
国
は
、
閣
僚
委
員
会
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
様
式
に
従
い
、

憲
章
第
二
部
に
従
っ
て
と
っ
た
政
策
、
及
び
、
そ
の
国
が
受
け
入

れ
た
第
三
部
の
規
定
の
適
用
に
お
い
て
と
っ
た
措
置
に
関
す
る

報
告
を
、
定
期
的
に
欧
州
審
議
会
事
務
総
長
に
送
付
す
る
。
第
一

回
報
告
は
、
そ
の
国
に
つ
い
て
憲
章
が
発
効
し
た
翌
年
、
そ
の
後

の
報
告
は
、
第
一
回
報
告
後
、
三
年
毎
に
提
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。

第
一
四
条
国
際
交
流

締
約
国
は
、
以
下
の
こ
と
を
約
束
す
る
。

ａ
同
三
一
一
口
語
が
同
一
若
し
く
は
類
似
の
形
態
で
使
用
さ
れ
て
い

る
国
家
と
の
間
で
結
ば
れ
て
い
る
既
存
の
二
国
間
及
び
多
国

間
合
意
を
適
用
す
る
か
、
若
し
く
は
、
新
た
に
締
結
す
る
よ
う

努
力
し
て
、
当
該
国
家
間
の
同
一
言
語
使
用
者
間
の
接
触
を

文
化
、
教
育
、
情
報
、
職
業
訓
練
、
生
涯
教
育
の
分
野
で
促
進

す
る
こ
と
。

ｂ
地
域
言
語
又
は
少
数
言
語
の
た
め
に
、
国
境
を
越
え
た
協
力
、

特
に
、
同
一
言
語
が
同
一
若
し
く
は
類
似
の
形
態
で
使
用
さ

れ
て
い
る
区
域
で
の
地
域
一
一
一
一
口
語
又
は
地
方
団
体
間
協
力
を
助

長
及
び
若
し
く
は
促
進
す
る
こ
と
。

第
四
部
憲
章
の
適
用

第
一
七
条
専
門
家
委
員
会

１
専
門
家
委
員
会
は
、
締
約
国
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
た
最
も
高
潔

な
人
格
を
有
し
か
つ
憲
章
の
取
り
扱
う
問
題
に
つ
い
て
能
力
を

認
め
ら
れ
た
個
人
の
名
簿
か
ら
閣
僚
委
員
会
に
よ
り
任
命
さ
れ

る
各
締
約
国
に
つ
き
一
名
ず
つ
の
委
員
で
構
成
さ
れ
る
。

２
委
員
会
の
委
員
は
、
六
年
の
任
期
で
任
命
さ
れ
、
再
任
さ
れ
る
こ

と
が
で
き
る
。
任
期
を
終
了
で
き
な
い
委
員
は
、
１
に
規
定
さ
れ

た
手
続
き
に
従
っ
て
交
代
さ
れ
る
。
交
代
し
た
委
員
は
、
前
任
者

の
残
任
期
間
中
在
任
す
る
。

３
専
門
家
委
員
会
は
、
手
続
規
則
を
作
成
す
る
。
そ
の
事
務
局
は
、

欧
州
審
議
会
事
務
総
長
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
。

第
五
部
最
終
規
定






